










































































【経済】
・循環型地域経済の形成
・多様な働き方と人の流れの創出
【社会】
・未来を切り拓く教育
・多様性ある地域コミュニティづくり
・希望の子育てと寛容で健やかな社会の実現
【環境】
・環境にやさしいまちづくり

２
．
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
に
資
す
る
取
組

・福山みらい創造ビジョン（第五次福山市
総合計画第2期基本計画及び福山市総合戦
略を一本化したもの）

・環境基本計画 ※2023年度改訂
・世界バラ会議福山大会実施計画
※その他各種計画でもSDGsの視点を取り入
れた計画策定を行う。

都市機能の集積と豊かな自然環境を合わせ持つ人口約46万人の中核都
市で、鉄鋼業のほかデニムなどの繊維産業など、ものづくりのまちと
して発展。ばらのまちづくりを通じた市民と行政との協働がまちづく
りの根幹を成しており、2025年の世界バラ会議の開催地にも選定。

『多様な主体が参画し、新たな価値を創造する「持続可能なま
ち」の実現』
多様な主体が参画する中で、SDGsに寄与する取組を進め、新た
な価値を創造する「持続可能なまち」を実現する。

多様なステークホルダーと連携した課題
解決を行う本市の取組は、人口減少下に
おける持続可能な地域づくりにおいて必
要不可欠であり、他地域への普及展開性
が高い。
2025年に開催される世界バラ会議福山大
会を好機として、本市の取組を世界に向
けて普及展開を図る。
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地域の実態
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2030年のあるべき姿

【経済】人や企業が安心・安全に活躍できる都市環境の構築
【社会】新たな価値を創出する人材育成と個性光る地域振興
【環境】脱炭素・循環型社会の構築による豊かな自然と快適な暮らしの調和

2030年のあるべき姿の
実現に向けた優先的な
ゴール・ターゲット

情報発信 普及展開性自治体ＳＤＧｓに資する取組

各種計画への反映

・市長のリーダーシップの下、全部局の局
長で構成する「局長会議」において、企画
財政局が全体統括を担いつつ、部局横断的
な連携により、SDGs関連施策を推進する。
・各局に配置する「政策調整官」を通じて、
部局間の連携・調整を行う。

行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

【みらいづくり懇話会における外部有識者の招聘】
SDGs推進に向けた外部有識者をオブザーバーとして新たに招聘し、SDGs に関する好事例の共有や、市民・
事業者の参画促進に向けた議論を活性化させるなど、構成員を含む各ステークホルダーとの連携を促進し、自
律的好循環につなげる。

自律的好循環の形成へ
向けた制度の構築等

2023年度SDGs未来都市全体計画提案概要（提案様式２）

提案全体のタイトル：多様な主体が参画し、新たな価値を創造する「福山版サーキュラーエ
コノミー」の実現

提案者名：広島県福山市

全体計画の概要：本市が戦後復興の中で市民文化として育んできた「ローズマインド（思いやり・優しさ・助け合いの心）」をまちづくり基底に据え、本市の強みで
ある「多様な主体との共創」により、経済・社会・環境の三側面を統合的に推進することで、“新たな価値を創造する「持続可能なまち」の実現”
をめざす。

域内

市ＨＰ、広報誌、プラットフォーム
（モデル事業で構築）、みらいづくり
懇話会、（仮称）グリーンなものづく
り企業プラットフォームでの情報発信、
事例共有など

域外
備後圏域連携会議、地方創生SDGs官民
連携プラットフォームでの情報発信

海外
世界バラ会議福山大会を通じたSDGsの
情報発信

域内外
みらいづくり懇話会、包括連携協
定企業、産業支援団体など

国内
備後圏域連携協議会、親善友好都
市

海外
親善友好都市、世界バラ会議福山
大会






